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３ｋＷシングルモードファイバーレーザ

レーザ出力： ３ｋＷ

ビーム径： 約４０μｍ
（スキャナー通過後 ビーム径 ６０ μｍ ）
ビームモード ： ガウシアンモード
波長 ： １．０７ μｍ
溶接能力： １０ｍｍ厚の軟鋼を１パスで貫通溶接可能



３Ｄ高出力用ガルバノスキャナー

主な仕様：
１）光学倍率 ： １．５倍
２）加工」エリア ： １５０ｍｍ ｘ １３５ｍｍ
３）Ｚ方向 焦点移動： －４０ｍｍ ～ ＋３５ｍｍ
４）ワーキングディスタンス： ２４８．７ｍｍ
５）繰り返し位置決め精度： ±１０μｍ
６）最大スキャン速度 ： ４０００ｍｍ/s



高速スキャナー利用ＳＭファイバーレーザ
システムによる加工

◆マイクロ溶接

数１０μｍ厚の箔
と基板の溶接
（太陽電池など）

◆多パス溶接
４最大４ｍ/sのスキャン
速度で微細溶接
（時計の歯車など）



◆深溶込み溶接も：

ビード幅 ５００～７００μｍで
１０ｍｍの溶込みを得る
深溶け込み溶接が可能

溶接速度：
最高２４０ｍ/min
の溶接も可能



◆高速スキャナーで異種金属溶接



◆ＣＦＲＰ複合材料のレーザ切断・穴あけ

高速スキャナーで ＣＦＲＰ複合材料を
高速切断

１．２ｍｍ厚さのＣＦＲＰ（１００ｘ１００ｍｍ）
を８ｍ/分の速度で切断（右図）

切断部の断面写真



高速レーザスキャン切断例２

t=1.6mmCFRP： P=2kW, V=4000mm/s,  3s



高速レーザスキャン切断例１

t=1.2mmCFRP： P=2kW, V=4000mm/s,  1.5s



板厚1.6mmのＣＦＲＰ（１００ｍｍｘ１００ｍｍ）を
レーザ出力２ｋＷで３秒間で切断した断面。



レーザアブレーション加工されたＣＦＲＰ部材断面写真
１本１本の繊維の径は７μｍ（超短パルスレーザで）

炭素繊維



◆高速スキャナーによるレーザ表面加工

材料の表面機能をレ－ザで付加する加工

材料表面の形状加工 溝拡大図



最新レーザ技術研究センターの装置と新技術

新技術：ハイブリッドレーザ装置
によるＣＦＲＰのレーザ加工

保有するレーザ装置

５００ＷＳＭファイバーレーザ
３ｋＷＳＭファイバーレーザ
１３Ｗ超短パルスＹＡＧレーザ
２０Ｗ超短パルスＹＡＧレーザ
３０Ｗ超短パルスＹＡＧレーザ
１５０Ｗ超短パルスＹＡＧレーザ
３０ＷＣＯ２レーザマーカー
２５ＷＹＶＯ４レーザマーカー

各種金属
金布などの服地、
各種樹脂、
宝石、石類
セラミックス、
エラストマー
ガラス、
ＣＦＲＰ
ＧＦＲＰ，
毛皮、
ゴム、
木材、
など

加工対象物

レーザ加工プロセス

溶接、ろう付、ハイブリッド溶接
スキャナー溶接、異材接合、
切断、穴あけ、焼入れ、肉盛、
レーザピーニング、曲げ加工・
成形加工、アブレーション加工、
マーキング、溝加工、彫刻、
微細加工、バリ取り、等

新技術：スキャナー付き３ｋＷＳＭ
ファイバーレーザによる加工




